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『
土
芥
憲
騰
記
』
に
お
け
る
「
文
」
「
武
」
の
関
係
に
つ
い
て

は
じ
め
に

小
関
悠
一
郎

（
一

j
本
報
告
の
課
題
と
視
角

　
『
土
芥
冠
雛
記
』
の
特
色
の
一
つ
に
、
様
々
な
分
野
の
書
物
か
ら
多
く
の
引

用
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
の
諸
書
に
通
じ
て
い
た
編

者
い
か
な
る
人
物
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
「
幕
府
当
局
な
い
し
将

軍
家
に
密
着
し
た
一
定
階
級
の
、
現
職
ま
た
は
退
職
後
の
高
官
」
と
推
定
さ
れ

て
い
る
（
金
井
圓
「
『
土
芥
冠
併
記
』
に
つ
い
て
」
、
『
土
芥
冠
雛
記
』
人
物
往
来

社
）
。
こ
の
推
定
が
正
し
け
れ
ば
、
本
書
は
元
禄
期
に
お
け
る
領
主
層
（
幕
府
高

官
）
の
教
養
と
学
問
受
容
の
あ
り
方
を
、
支
配
の
問
題
と
も
関
連
す
る
形
で
読

み
取
り
得
る
重
要
史
料
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
性
格
を
持
つ
本
書
に
お
け
る
引
用
書
目
を
↓
早
し
て
気
づ
く
こ

と
と
し
て
、
儒
学
・
兵
学
関
係
書
か
ら
の
引
用
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
を
あ
げ

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
本
書
は
、
幕
藩
領
主
層
が
儒
学
・
兵
学
を

ど
の
よ
う
に
受
容
し
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
際
の
一
事
例
と
な
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
領
主
層
に
お
け
る
儒
学
・
兵
学
の
受
容
に
注
目

す
る
の
は
、
思
想
史
研
究
に
お
い
て
近
世
日
本
社
会
と
朱
子
学
と
の
不
適
合
が

指
摘
さ
れ
る
一
方
（
尾
藤
正
英
『
日
本
封
建
思
想
史
研
究
』
青
木
書
店
、
一
九
六
一
年
、

渡
辺
浩
『
近
世
日
本
社
会
と
宋
学
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
五
年
置
、
そ
の
朱
子

学
と
対
立
的
な
兵
学
が
近
世
国
家
の
支
配
思
想
で
あ
る
と
い
う
見
解
が
提
示
さ

れ
て
き
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
い
る
（
前
田
勉
『
近
世
日
本
の
儒
学
と
兵
学
』
ぺ
り

か
ん
社
、
｝
九
九
六
年
）
。
こ
れ
ら
諸
研
究
は
、
儒
学
・
兵
学
の
側
か
ら
の
考
察
で

あ
る
が
、
近
世
に
お
け
る
儒
学
・
兵
学
の
位
置
の
検
討
は
、
領
主
層
の
著
述
の

分
析
を
通
し
て
も
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
（
こ
の
点
、
藤
井
譲
治
「
近
世
前
期
の

大
名
と
侍
講
」
も
参
照
、
横
山
俊
夫
編
『
貝
原
益
軒
』
所
収
）
。

　
本
報
告
で
は
、
右
の
よ
う
な
視
角
か
ら
『
土
芥
冠
離
記
』
に
お
け
る
「
文
武
」

観
、
特
に
「
武
道
」
の
語
に
注
目
し
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
で
、

元
禄
期
の
幕
府
高
官
（
？
）
に
お
け
る
儒
学
や
兵
学
等
の
学
問
受
容
の
あ
り
方

の
一
事
例
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
具
体
的
に
は
『
土
芥
冠
雛
記
』
の
編

者
が
強
調
す
る
「
武
道
」
が
い
か
な
る
内
容
を
持
っ
て
い
た
の
か
を
編
者
に
よ

る
大
名
評
価
の
基
準
と
関
わ
ら
せ
な
が
ら
考
察
し
、
そ
の
上
で
編
者
が
想
定
す

る
「
文
武
」
の
関
係
・
効
用
に
つ
い
て
検
討
し
て
、
最
後
に
編
者
に
よ
る
諸
書

の
引
用
が
そ
れ
ら
と
ど
う
関
わ
る
か
に
つ
い
て
の
見
通
し
を
示
す
こ
と
と
す
る
。

（
二
）
第
四
班
の
共
通
視
角
と
共
同
作
業
に
つ
い
て

　
四
班
で
は
、
『
土
芥
冠
雛
記
』
編
者
の
描
く
大
名
像
の
特
質
・
虚
実
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
、
編
者
の
特
定
を
行
う
こ
と
、
の
二
点
を
最
終
的
な
目
標
と
し
、

そ
の
た
め
の
基
礎
作
業
と
し
て
共
同
作
業
を
行
っ
た
。
そ
の
際
の
共
通
視
角
と

し
て
、
編
者
の
「
文
武
」
観
に
注
目
す
る
こ
と
と
し
た
。
本
書
の
キ
ー
ワ
ー
ド

で
も
あ
る
「
文
武
」
は
、
編
者
に
よ
っ
て
大
名
の
行
跡
を
正
し
い
方
向
に
導
き

得
る
も
の
と
捉
え
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
各
大
名
に
対
す
る
編
者
の
評
価
の
あ

り
方
を
規
定
す
る
一
要
素
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
「
文

武
」
が
編
者
の
描
く
大
名
像
と
密
接
な
関
連
を
有
す
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、

さ
き
に
掲
げ
た
最
終
目
標
に
到
達
し
よ
う
と
す
る
際
に
「
文
武
」
へ
の
視
点
は

欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
こ
う
し
た
視
角
か
ら
、
四
班
で
は
二
つ
の
具
体
的
課
題
を
設
定
し
た
。
第
一

は
、
編
者
の
「
文
武
」
観
形
成
に
様
々
な
書
物
の
受
容
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る

と
考
え
、
編
者
が
受
容
し
た
諸
書
の
特
定
と
そ
こ
か
ら
編
者
が
何
を
読
み
取
っ

た
の
か
と
い
う
こ
と
の
考
察
を
課
題
と
し
た
。
具
体
的
に
は
、
「
謳
歌
評
説
」
に

お
け
る
引
用
に
注
目
し
、
引
用
書
目
の
一
覧
表
の
作
成
を
行
っ
た
。

　
第
二
は
、
当
該
期
の
領
主
層
に
お
け
る
現
実
的
課
題
と
「
文
武
」
に
関
す
る

学
問
等
の
関
係
性
を
明
ら
か
に
で
き
る
と
考
え
、
編
者
が
各
大
名
の
行
跡
等
の

実
態
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
、
そ
の
認
識
を
い
か
に
「
文
武
」
論
と
結
び
つ
け

て
い
る
か
の
考
察
を
課
題
と
し
た
。
具
体
的
に
は
、
大
名
の
実
態
調
査
・
実
態

と
本
書
の
記
述
の
一
致
如
何
の
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
た
が
、
今
回
は
個
別
の

考
察
に
と
ど
ま
っ
た
。
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さ
て
、
さ
き
に
も
触
れ
た
が
、
四
班
で
は
共
同
作
業
と
し
て
編
者
に
よ
る
引

用
書
目
の
一
覧
表
を
作
成
し
た
。
以
下
、
表
の
各
項
目
に
つ
い
て
必
要
事
項
を

簡
単
に
補
足
し
て
お
き
た
い
。
「
編
者
に
よ
る
引
用
」
に
つ
い
て
は
、
「
謳
歌
評

説
」
に
お
け
る
諸
書
か
ら
の
引
用
箇
所
を
収
録
し
た
。
編
者
に
よ
っ
て
書
目
が

明
示
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
も
、
担
当
者
が
書
物
か
ら
の
引
用
と
判
断

し
た
場
合
は
記
載
し
て
い
る
。
「
引
用
書
目
」
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
匿
名
ま

で
を
記
載
す
る
こ
と
と
し
た
。
「
引
用
部
分
（
原
典
）
」
の
項
は
『
新
釈
漢
文
大

系
』
・
『
大
漢
和
辞
典
』
等
に
拠
っ
た
が
、
一
部
『
土
芥
冠
離
記
』
の
金
井
圓
氏

の
注
記
に
拠
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
「
解
釈
」
は
、
編
者
が
ど
の
よ
う
な
事
柄

を
論
じ
る
際
に
引
用
を
行
っ
て
い
る
か
を
記
し
た
。
「
人
名
記
載
」
に
つ
い
て
は
、

「
謳
歌
評
説
」
に
現
れ
る
人
名
を
収
録
し
た
。
た
だ
し
、
引
用
部
分
に
含
ま
れ

て
い
る
も
の
や
書
名
と
判
断
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
省
略
し
た
も
の
も
あ
る
。

ま
た
、
評
説
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
大
名
本
人
の
名
前
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
場

合
は
、
表
へ
の
記
載
を
省
略
し
た
。

、
「
武
道
」
の
中
身

　
本
節
で
は
、
編
者
に
お
け
る
「
武
道
」
が
い
か
な
る
内
容
を
持
つ
の
か
を
中

心
的
に
考
察
す
る
が
、
そ
の
「
武
」
と
対
を
成
す
「
文
」
が
い
か
な
る
内
容
を

指
し
て
い
る
の
か
簡
単
に
確
認
し
て
お
く
。
「
文
」
に
関
す
る
記
述
の
一
例
を
挙

げ
れ
ば
、
「
今
天
下
之
御
作
法
専
ラ
儒
道
ヲ
学
バ
セ
給
フ
。
…
斯
御
智
徳
ノ
御
政

道
ヲ
御
覧
ジ
ナ
ガ
ラ
、
文
道
二
御
心
ヲ
傾
ケ
給
ハ
ズ
ン
バ
…
」
（
一
二
六
頁
、
四

甲
府
宰
相
源
綱
豊
）
と
あ
っ
て
、
編
者
の
言
う
「
文
道
」
は
「
儒
道
」
を
指
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
大
雑
把
な
把
握
で
は
あ
る
が
、
「
文
」
は
儒
学
的
素
養

を
指
す
と
考
え
て
、
次
に
さ
っ
そ
く
「
武
」
に
つ
い
て
の
検
討
に
入
っ
て
い
き

た
い
。

　
『
土
芥
葉
桜
記
』
で
は
、
「
武
」
に
関
連
す
る
語
と
し
て
「
武
道
」
・
「
武
法
」
・

「
武
勇
」
・
「
武
芸
」
・
「
兵
道
」
・
「
兵
術
」
・
「
兵
法
」
な
ど
が
使
用
さ
れ
る
。
こ

れ
ら
の
語
の
使
用
に
関
し
て
、
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
、
編
者
が
「
武
道
」
と

「
武
勇
」
・
「
武
芸
」
を
峻
別
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
凡
武
勇
武
芸
ヲ
菊
藻
好
ハ
、
匹
夫
ノ
仕
業
ニ
シ
テ
、
主
将
ノ
専
ト
ス
ル
所
二

　
非
ズ
。
主
将
ノ
法
ハ
、
武
道
ヲ
学
、
余
力
有
時
、
武
芸
ヲ
励
ヲ
善
ト
ス
㎡
呪
．

　
孫
・
呉
・
太
公
望
が
兵
術
、
主
将
ト
シ
テ
不
レ
習
ハ
、
…
（
一
九
八
頁
、
二
二
松
平

　
土
佐
守
藤
原
曲
豆
昌
）

　
編
者
は
、
「
武
勇
武
芸
」
の
み
を
好
む
の
は
「
匹
夫
ノ
仕
業
」
で
あ
る
と
し
、

大
名
が
そ
れ
の
み
に
出
精
す
る
こ
と
を
否
定
す
る
。
大
名
の
あ
る
べ
き
姿
は
、

ま
ず
「
武
道
」
を
学
び
、
「
余
力
」
あ
る
と
き
に
「
武
芸
」
に
励
む
、
そ
の
よ
う
な

あ
り
方
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
「
武
道
」
と
「
武
芸
」
・
「
武
勇
」
が
峻
別
さ
れ
、
大
名

が
学
ぶ
べ
き
も
の
と
し
て
「
武
道
」
が
一
段
高
い
価
値
を
持
っ
て
い
る
。

　
で
は
、
こ
の
よ
う
に
区
別
さ
れ
る
「
武
道
」
及
び
「
武
勇
」
・
「
武
芸
」
は
そ

れ
ぞ
れ
い
か
な
る
具
体
的
内
容
を
持
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
「
武
勇
」
・

「
武
芸
」
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　
光
貞
卿
…
武
法
学
ビ
、
武
勇
専
ラ
ト
嗜
ミ
、
弓
馬
以
下
之
武
藝
ヲ
家
人
等
二

　
励
マ
シ
給
フ
…
（
以
上
本
文
）

　
武
勇
ヲ
専
ラ
ト
シ
テ
弓
馬
以
下
之
武
藝
ヲ
士
卒
二
・
：
是
又
武
将
ノ
本
意
也

　
　
（
評
説
、
一
〇
七
頁
、
二
紀
伊
大
納
言
源
光
貞
卿
）

　
定
重
武
勇
ヲ
好
ム
。
短
気
二
、
血
気
盛
ン
ナ
ル
故
ニ
ヤ
、
士
卒
哀
憐
ノ
心
ナ

　
ク
…
弓
馬
ヲ
好
ト
云
ト
モ
、
実
理
ヲ
以
、
好
二
非
ズ
…
文
学
武
学
共
ニ
ナ
シ
。

　
　
（
二
五
八
頁
、
四
〇
松
平
越
中
守
定
重
）

　
紀
伊
光
貞
の
例
で
は
、
本
文
・
評
説
と
も
「
武
芸
」
を
「
弓
馬
以
下
」
と
規

定
す
る
。
松
平
定
重
の
ほ
う
は
、
「
武
勇
」
の
語
が
用
い
ら
れ
、
「
血
気
」
の
語

で
表
さ
れ
る
よ
う
な
勇
猛
さ
の
意
味
を
表
し
、
ま
た
「
弓
馬
」
と
も
関
連
づ
け

ら
れ
て
い
る
。
以
上
か
ら
、
「
武
勇
」
は
武
将
と
し
て
の
勇
猛
さ
、
「
武
芸
」
は

「
弓
馬
」
な
ど
の
戦
闘
技
術
を
示
し
て
お
り
、
編
者
に
と
っ
て
両
者
は
密
接
不

可
分
の
も
の
だ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　
で
は
、
「
武
道
」
の
ほ
う
は
ど
の
よ
う
な
中
身
を
持
っ
て
い
る
の
か
。
以
下
こ

の
点
に
つ
い
て
検
討
す
る
が
、
そ
の
前
に
編
者
に
お
け
る
「
武
道
」
の
重
要
性

如
何
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　
武
道
ハ
主
将
ノ
家
業
也
。
家
業
下
穿
キ
ハ
、
主
将
磁
器
二
非
ズ
（
二
〇
一
頁
、
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二
一
二
佐
竹
右
京
大
夫
源
義
処
）

　
「
武
道
」
は
大
名
の
「
家
業
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
編
者
が
繰
り
返
し
述
べ
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
編
者
に
お
い
て
「
武
道
」
は
大
名
が
当
然
嗜
む
べ
き
も
の
、

大
名
に
必
要
不
可
欠
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
編
者
が
い
か
に
大
名
の
「
武
道
」

を
重
視
し
て
い
た
か
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
そ
れ
で
は
「
武
道
」
1
1
「
主
将
ノ
家
業
」
の
旦
ハ
体
的
な
中
身
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
こ
う
。

　
次
二
、
家
業
ナ
レ
バ
、
武
法
ヲ
学
ビ
、
呉
子
・
孫
子
・
太
公
望
等
兵
術
ヲ
学

　
ビ
、
錬
磨
シ
、
士
卒
ヲ
指
揮
シ
、
或
ハ
諸
葛
孔
明
が
八
陳
、
且
ツ
依
テ
レ
敵
転

　
化
ス
ル
之
法
ヲ
野
鼠
テ
後
、
余
力
有
ル
時
、
猿
楽
ヲ
モ
翫
ブ
ハ
、
大
名
之
役

　
ナ
レ
バ
、
尤
モ
也
（
二
一
八
頁
、
二
八
南
部
重
信
）

　
大
名
が
励
む
べ
き
「
武
道
」
と
は
「
武
法
」
の
学
習
、
「
呉
子
・
孫
子
・
太
公

望
等
兵
術
」
の
学
習
・
錬
磨
・
応
用
（
士
卒
の
指
揮
）
、
「
諸
葛
孔
明
が
八
陳
」
・

「
依
敵
転
化
ス
ル
貯
法
」
の
究
明
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
何
を
意
味
す
る
の

だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
「
呉
子
・
孫
子
・
太
公
望
等
兵
術
」
は
「
武
道
ヲ
専
ラ
ト
学

バ
レ
バ
、
…
太
公
望
・
呉
子
・
孫
子
之
兵
書
ニ
モ
…
」
と
あ
る
よ
う
に
、
「
兵
書
」

に
よ
っ
て
学
ぶ
も
の
で
あ
る
。
そ
の
兵
書
と
は
、
『
三
略
』
（
『
六
輪
』
）
障
「
太

公
望
」
・
『
王
子
』
・
『
孫
子
』
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
「
太
公
望
」
を
『
三
略
』
と

し
た
の
は
、
編
者
が
太
公
望
の
言
葉
と
し
て
『
三
略
』
か
ら
の
引
用
を
行
っ
て

い
る
こ
と
（
表
の
大
名
七
四
参
照
）
、
ま
た
編
者
の
言
う
「
武
道
」
の
一
部
で
あ

る
「
依
敵
転
化
ス
ル
之
法
」
の
語
が
『
三
略
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
こ
と
に
よ

る
（
表
の
大
名
二
丁
二
八
参
照
）
。
ま
た
、
『
六
六
』
を
あ
げ
た
の
は
、
同
書

が
周
の
文
園
・
武
王
と
太
公
望
の
問
答
を
記
し
た
書
と
し
て
有
名
（
た
だ
し
偽

書
）
で
あ
り
、
編
者
も
そ
れ
を
踏
ま
え
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
書
は
兵
学
書
の
古
典
で
あ
る
武
経
七
堂
（
『
孫
子
』
『
呉

子
』
『
六
輪
』
『
三
略
』
『
李
衛
公
問
対
』
『
司
馬
法
』
『
尉
績
子
』
）
と
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
。
右
に
み
た
の
は
七
書
の
う
ち
の
四
書
だ
が
、
そ
の
他
の
も
の
に
つ

い
て
も
、
大
名
＝
・
六
二
・
八
八
で
は
、
「
兵
法
」
と
し
て
「
天
時
不
如
地
利

…
」
と
い
う
『
尉
練
子
』
武
議
第
八
の
語
が
引
か
れ
、
ま
た
、
さ
き
の
「
諸
葛

孔
明
が
八
陳
」
に
関
し
て
は
、
『
李
衛
公
問
対
』
上
に
、
「
晋
馬
隆
討
涼
州
一
、

亦
是
依
八
陣
図
し
の
語
が
見
え
（
諸
橋
轍
次
『
大
漢
和
辞
典
』
）
、
編
者
が
こ

れ
を
念
頭
に
置
い
て
さ
き
の
記
述
を
行
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
そ
し
て
、
大
名

五
〇
の
阿
部
正
武
の
項
に
は
、
正
武
の
祖
父
忠
秋
を
高
く
評
価
し
て
「
文
学
ヲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

好
ミ
、
理
ヲ
極
、
與
道
ハ
葉
書
之
理
ヲ
明
番
、
且
ツ
、
信
玄
・
豪
華
両
者
之
兵

法
ヲ
伝
受
シ
、
…
」
（
二
八
八
頁
）
と
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、

編
者
が
言
う
と
こ
ろ
の
大
名
に
必
須
の
「
武
」
1
1
「
武
道
」
と
は
、
主
要
に
は

中
国
の
兵
書
の
古
典
で
あ
る
武
経
七
書
か
ら
学
び
取
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い

た
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
以
上
か
ら
、
編
者
に
お
い
て
は
、
大
名
の
「
武
道
」
習
得
の
た
め
の
中
心
的

な
テ
キ
ス
ト
に
証
書
が
措
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
と
思
う
。
し
か

し
、
こ
れ
は
必
ず
し
も
「
武
道
」
習
得
の
た
め
の
テ
キ
ス
ト
が
七
書
に
限
定
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
以
下
、
こ
の
点
を
確
認
し
て
お

こ
う
。

　
宗
利
、
文
道
ヲ
バ
不
レ
学
、
武
道
ヲ
バ
心
掛
、
太
平
記
評
判
者
ヲ
召
抱
、
近
年

　
古
戦
物
語
ヲ
サ
セ
テ
聞
ク
ト
云
ヘ
ド
モ
…

　
儒
者
ヲ
召
シ
毎
度
構
釈
セ
サ
セ
、
御
学
文
有
リ
、
且
ツ
又
一
碧
ヲ
召
シ
、
武

　
法
之
奥
儀
ヲ
被
ル
’
聞
シ
食
サ
ー
ト
モ
云
ヘ
リ
（
＝
一
六
頁
、
四
甲
府
宰
相
源

　
綱
豊
）

　
武
道
ヲ
心
掛
ラ
ル
ト
云
ヘ
ド
モ
、
師
範
兵
法
之
実
理
ヲ
説
ク
ニ
、
其
ノ
ロ
上

　
喧
シ
。
故
二
秘
事
伝
受
ス
ル
ニ
、
書
通
ヲ
以
ス
ル
故
二
、
不
自
由
也
。
（
二

　
九
四
頁
、
五
二
松
平
伊
豆
守
源
信
輝
）

　
す
で
に
み
た
五
〇
阿
部
正
武
に
関
す
る
記
述
も
あ
わ
せ
て
考
え
れ
ば
、
「
武

道
」
習
得
の
た
め
に
は
多
書
ば
か
り
で
な
く
、
「
信
玄
」
「
謙
信
」
の
「
兵
法
」
や
「
太

平
記
評
判
」
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
も
有
効
あ
る
い
は
必
要
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。

　
ま
た
、
右
に
あ
げ
た
史
料
か
ら
は
、
大
名
が
「
武
道
」
を
習
得
す
る
に
あ
た

っ
て
「
太
平
無
二
判
者
」
や
「
軍
者
」
に
よ
る
「
構
釈
」
が
主
に
想
定
さ
れ
て

い
る
ら
し
い
こ
と
も
指
摘
で
き
よ
う
。
こ
れ
は
儒
学
に
つ
い
て
も
同
様
な
よ
う

で
あ
る
。
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そ
れ
で
は
、
高
書
を
中
心
と
す
る
兵
学
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
「
武
道
」
と

は
、
編
者
・
大
名
に
と
っ
て
い
か
な
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
な
ぜ
当

時
の
大
名
に
兵
学
の
嗜
み
が
必
要
と
さ
れ
た
の
か
。

　
武
道
ヲ
不
ル
レ
学
モ
、
主
将
ノ
法
面
背
ケ
リ
コ
武
ノ
第
一
ハ
、
士
卒
ヲ
哀
憐
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
タ
ほ
ヒ

　
テ
和
ス
ル
ニ
ア
リ
。
（
＝
ハ
三
頁
、
一
三
松
平
肥
前
守
綱
政
）

　
武
ヲ
好
バ
、
笑
ゾ
士
卒
ヲ
哀
憐
シ
、
人
和
ヲ
第
一
ト
シ
テ
、
自
然
之
時
其
ノ

　
士
卒
ヲ
使
フ
事
、
吾
手
足
ノ
如
ク
セ
ザ
ル
ヤ
。
（
一
七
二
頁
、
一
五
毛
利
長

　
門
守
大
江
吉
就
）

　
「
武
道
」
（
兵
学
）
の
習
得
は
、
大
名
（
主
将
）
を
家
臣
（
士
卒
）
の
「
哀
憐
」

と
い
う
行
為
に
導
き
、
大
名
　
家
臣
あ
る
い
は
家
臣
同
士
の
「
和
」
を
維
持
す

る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
実
際
、
編
者
は
こ
う
し
た
大
名
の
行
為
を
、
兵
書
を
引

用
し
て
説
明
し
て
い
る
の
で
、
確
認
の
た
め
、
該
当
箇
所
を
挙
げ
て
お
き
た
い

（
併
せ
て
表
の
該
当
箇
所
も
参
照
さ
れ
た
い
）
。

　
士
卒
二
哀
憐
ナ
ク
…
一
人
ノ
武
功
ヲ
以
、
大
功
ハ
立
面
シ
。
…
此
ノ
故
二
、

　
古
ノ
名
将
・
良
君
ハ
、
悉
ク
士
卒
ヲ
愛
シ
、
…
一
樽
ノ
酒
ヲ
得
テ
ハ
、
河
水

　
二
流
シ
テ
、
士
ト
共
二
飲
ス
。
…
（
＝
二
一
頁
、
五
八
水
野
隼
人
正
源
忠
直
）

　
人
使
悪
ク
、
下
上
ヲ
疎
ミ
、
恨
ヲ
含
ミ
、
不
和
ナ
ル
時
ハ
、
小
勢
二
対
シ
戦

　
フ
ト
モ
、
勝
利
ヲ
得
コ
ト
難
論
ル
ベ
シ
。
兵
法
二
云
、
「
兵
法
二
云
、
天
ノ

　
時
ハ
不
レ
如
地
ノ
利
二
「
、
地
利
ハ
不
レ
如
』
人
ノ
和
二
」
ト
云
云
。
…
家
民

　
少
モ
恨
ナ
ク
、
能
髄
ワ
則
ハ
、
其
将
ノ
悪
名
不
レ
顕
、
国
家
全
ク
治
ル
ト
カ
ヤ
。

　
　
（
一
五
六
頁
、
松
平
薩
摩
守
源
綱
貴
）

　
以
上
の
よ
う
に
、
編
者
に
と
っ
て
丘
ハ
書
と
は
、
「
和
」
の
重
要
性
や
「
哀
憐
」

と
い
う
行
為
の
あ
り
方
・
必
要
性
を
提
示
し
、
大
名
に
そ
の
実
行
を
促
す
も
の

と
し
て
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
兵
書
は
、
編
者
に
お
け
る
大
名
評
価
の
基
準
に
も
影

響
を
与
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
が
読
み
取
れ
る
「
評
説
」
の
一

節
を
右
に
み
て
お
き
た
い
。

　
武
道
ヲ
不
レ
学
故
二
、
勇
ト
臆
ト
強
ト
弱
ト
剛
ト
柔
ト
ノ
六
ツ
ヲ
公
理
不
レ
知

　
…
（
二
四
七
頁
、
三
六
酒
井
左
衛
門
尉
源
忠
直
）

　
惣
テ
主
将
ト
シ
テ
、
士
民
ヲ
使
フ
ニ
ハ
、
柔
剛
強
弱
之
四
ツ
兼
ザ
レ
バ
、
名

　
将
ト
難
ノ
云
ヒ
（
六
五
三
頁
、
二
一
三
小
出
大
隅
守
藤
原
有
重
）

　
こ
こ
で
編
者
は
、
大
名
が
兼
備
す
べ
き
も
の
と
し
て
「
当
量
強
弱
」
の
四
つ

を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
四
者
に
注
目
す
る
の
は
『
三
略
』
に
次
の
よ
う
な
記
述

が
み
ら
れ
る
こ
と
に
よ
る
。
「
柔
は
能
く
剛
を
制
し
、
弱
は
能
く
強
を
制
す
と
、

…
こ
の
四
者
を
兼
ね
て
、
そ
の
宜
し
き
を
制
す
」
、
あ
る
い
は
「
能
く
柔
に
能
く

剛
な
れ
ば
、
そ
の
国
冷
光
あ
り
、
能
く
弱
に
能
く
強
な
れ
ば
、
そ
の
国
王
彰
は

る
」
（
『
三
略
』
上
略
）
。
表
を
参
照
す
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
、
評
説
で
は
度
々
『
三

略
』
が
引
用
さ
れ
、
編
者
に
と
っ
て
『
三
略
』
は
非
常
に
高
い
価
値
を
持
っ
て

い
る
。
と
す
れ
ば
、
「
柔
剛
強
弱
」
兼
備
の
主
張
も
右
の
『
三
略
』
の
一
節
を
念

頭
に
置
い
て
い
る
も
の
と
み
て
間
違
い
な
か
ろ
う
。
ま
た
、
二
六
三
頁
で
編
者

は
「
勇
臆
強
弱
剛
柔
」
の
語
を
『
孫
子
』
の
引
用
と
関
わ
ら
せ
て
理
解
し
て
い

る
（
表
も
参
照
）
。
以
上
か
ら
、
大
名
評
価
の
一
つ
の
基
準
と
し
て
兵
学
的
概
念

が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

二
、
「
文
」
と
「
武
」

　
右
で
編
者
の
大
名
評
価
の
基
準
に
兵
書
の
影
響
が
み
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し

た
が
、
こ
こ
で
編
者
の
兵
書
・
兵
学
受
容
、
さ
ら
に
は
諸
書
・
学
問
受
容
の
あ

り
方
を
よ
り
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
さ
き
の
「
柔
剛
強
弱
」
と
儒
学
的
理
念

と
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
ま
ず
、
「
良
将
」
に
つ
い
て
述
べ
た
評
説

の
一
節
を
み
て
お
こ
う
。

　
良
将
ト
五
雲
、
柔
剛
強
弱
ノ
四
ツ
ヲ
兼
備
フ
。
剛
強
計
ニ
チ
ハ
、
国
郡
ノ
士

　
民
ヲ
導
事
、
叶
ヒ
難
シ
。
故
二
急
リ
甚
シ
。
主
将
二
穏
和
ノ
徳
ナ
ケ
レ
バ
、

　
家
活
量
怖
シ
テ
不
レ
親
マ
、
不
ル
レ
親
則
ニ
ハ
不
二
一
致
セ
一
不
ル
ニ
一
致
一
則
ニ

　
ハ
大
功
難
レ
立
テ
。
仁
愛
ハ
柔
和
ニ
シ
テ
、
善
政
ノ
基
也
。
『
尚
書
』
云
、
…

　
葱
リ
甚
キ
ハ
無
ク
仁
愛
一
、
積
ム
レ
悪
ヲ
之
瑞
也
。
（
三
六
三
頁
、
七
九
稲
葉

　
裏
通
）

　
こ
こ
で
も
さ
き
の
よ
う
に
「
柔
剛
強
弱
」
の
「
兼
備
」
が
説
か
れ
る
。
編
者
は
「
穏
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和
」
・
「
柔
和
」
を
「
剛
強
」
と
対
置
し
て
い
る
が
、
こ
の
「
柔
和
」
が
「
逸
玉
」
の
「
柔
」

を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
り
、
兵
学
由
来
の
概
念
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ

う
。
こ
の
一
節
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
「
仁
愛
ハ
柔
和
ニ
シ
テ
、
善
政
ノ
基
也
」

と
い
う
記
述
で
あ
る
。
こ
こ
で
「
柔
和
」
（
＝
兵
学
的
概
念
）
は
、
「
仁
愛
」
と
い

う
儒
学
的
概
念
（
「
文
」
に
つ
な
が
る
）
と
等
置
さ
れ
、
両
者
は
相
互
に
置
換
可

能
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
仁
（
愛
）
」
に
つ
い
て
は
次

の
よ
う
な
記
述
も
見
ら
れ
る
。

　
仁
ハ
士
卒
ヲ
愛
シ
零
下
ヲ
撫
育
ス
ル
ノ
根
也
。
慈
悲
ト
云
ハ
、
仁
心
ノ
異
名

　
也
。
士
ヲ
愛
憐
ス
レ
バ
臣
忠
ヲ
尽
サ
ン
事
ヲ
常
二
思
フ
故
二
、
自
然
ノ
塒
濾

　
ジ
・
下
知
テ
、
進
退
当
ル
レ
度
二
事
、
吾
手
足
ノ
如
シ
。
（
一
五
〇
頁
、
一
〇
松
平

　
陸
奥
守
藤
原
綱
村
）

　
こ
こ
で
「
仁
（
心
）
」
は
士
の
「
愛
憐
」
（
「
哀
憐
」
）
と
い
う
行
為
の
根
本
と

捉
え
ら
れ
て
い
る
。
さ
き
に
み
た
よ
う
に
兵
学
を
中
心
と
す
る
「
武
道
」
の
修

学
が
「
哀
憐
」
と
い
う
行
為
に
つ
な
が
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
「
柔
」
と

「
仁
」
が
等
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
「
文
」
（
儒
学
的
な
も
の
）
が

提
示
す
る
「
仁
」
と
「
武
」
（
兵
学
的
な
も
の
）
が
提
示
す
る
「
柔
」
は
、
と
も

に
大
名
を
「
哀
憐
」
と
い
う
行
為
に
導
く
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と

が
理
解
さ
れ
よ
う
。
次
の
よ
う
な
「
文
武
」
の
と
ら
え
方
も
こ
の
こ
と
を
明
ら

か
に
示
し
て
い
る
。

　
兵
ハ
偽
道
ト
云
へ
共
、
更
二
偽
計
ヲ
以
前
ト
ス
ル
ニ
ハ
非
ズ
。
兵
二
虚
実
之

　
変
ア
リ
。
仏
法
二
権
実
之
二
法
益
ル
が
如
シ
。
虚
則
チ
実
也
。
然
レ
バ
、
武

　
道
之
根
本
ヲ
能
ク
学
ビ
得
ル
時
ハ
、
文
道
一
致
二
成
ル
也
。
」
（
一
八
○
頁
、

　
一
七
井
伊
掃
黒
頭
藤
原
直
興
）

　
さ
て
、
そ
れ
で
は
「
文
」
・
「
武
」
の
習
得
は
大
名
に
と
っ
て
全
く
同
じ
意
味

を
持
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
の
考
察
で
注
目
す
べ
き
な
の
が
、
右
の
一
節

に
お
け
る
「
偽
」
の
語
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
次
に
、
兵
学
の
統
治
論

を
儒
学
か
ら
峻
別
す
る
↓
つ
の
指
標
と
も
言
う
べ
き
「
偽
」
の
語
を
て
が
か
り

と
し
て
、
編
者
に
と
っ
て
の
「
文
」
・
「
武
」
の
相
違
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

右
の
一
節
で
は
「
偽
計
」
の
「
兵
」
は
否
定
さ
れ
る
。
編
者
が
提
示
す
る
の
は

次
の
よ
う
な
「
兵
」
で
あ
る
。

　
武
道
モ
実
ナ
シ
ト
二
様
、
士
卒
ヲ
使
フ
ニ
、
誠
ヲ
以
ス
ル
里
雪
、
真
実
和
順

　
ス
。
感
量
リ
テ
、
証
カ
シ
使
フ
時
ハ
、
↓
旦
ハ
実
ト
思
ヘ
ド
モ
、
畢
寛
其
ノ

　
虚
顕
ハ
ル
。
故
二
士
卒
疎
ム
。
（
四
↓
七
頁
、
九
九
津
軽
越
中
守
藤
原
信
政
）

　
こ
こ
で
は
「
偽
」
・
「
謀
」
を
用
い
る
「
武
道
」
は
明
確
に
否
定
さ
れ
る
。
そ

れ
に
か
え
て
主
張
さ
れ
る
の
が
「
誠
ヲ
以
ス
ル
」
「
武
道
」
（
「
兵
」
と
同
義
と
み

て
よ
か
ろ
う
）
で
あ
る
。
士
卒
を
使
役
す
る
際
に
は
「
誠
」
の
心
を
も
っ
て
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
「
誠
」
の
心
は
、
「
文
」
に
お
い
て
は
「
仁
」
、
「
武
」

で
は
「
柔
」
の
語
で
示
さ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
大
名
は
「
誠
」
の
「
仁
」
や

「
柔
」
の
心
か
ら
「
哀
憐
」
と
い
う
行
為
を
実
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

あ
る
。

　
で
は
、
大
名
が
「
誠
」
に
至
る
に
は
い
か
な
る
学
が
必
要
な
の
だ
ろ
う
か
。
「
武
」

に
関
す
る
筆
者
の
見
解
を
見
て
み
る
と
、
「
柔
」
な
ど
の
必
要
性
は
強
調
さ
れ
る

も
の
の
、
「
武
」
の
習
得
が
即
「
誠
」
や
「
柔
」
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
と
の

認
識
は
み
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
次
の
よ
う
な
一
節
が
注
目
さ
れ
る
。

　
文
道
ハ
政
道
之
介
ケ
、
仁
義
礼
智
信
ノ
五
ツ
ヲ
知
ル
事
ハ
文
学
ヨ
リ
興
ル
。

　
仁
ハ
士
卒
ヲ
愛
シ
諸
民
ヲ
撫
育
ス
ル
ノ
詐
取
。
慈
悲
ト
一
掃
、
仁
心
ノ
異
名

　
也
。
…
回
目
猶
ヲ
以
主
将
勇
士
二
至
ル
マ
デ
、
用
ヒ
ズ
ン
バ
ア
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。

　
主
将
ト
シ
テ
信
ナ
ク
偽
ア
ル
ハ
、
猫
二
爪
牙
ナ
キ
ニ
讐
ヘ
タ
リ
。
（
一
五
〇

　
頁
、
一
〇
伊
達
綱
村
）

　
文
武
ヲ
好
ム
事
甚
ダ
シ
。
然
ド
モ
文
モ
身
ヲ
修
メ
、
心
ヲ
正
シ
ク
ス
ル
心
学

　
ニ
三
殿
ズ
。
…
（
四
一
五
頁
、
九
九
津
軽
信
政
）

　
右
に
挙
げ
た
箇
所
か
ら
は
、
「
文
」
の
習
得
が
「
心
」
に
引
き
つ
け
て
捉
え
ら

れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
仁
心
」
「
慈
悲
」
と
い
っ
た
「
心
」
の
酒
養
に
つ
な
が
る

と
い
う
認
識
が
示
さ
れ
て
い
る
。
「
仁
」
の
「
心
」
は
何
よ
り
「
文
」
に
よ
っ
て

養
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
以
上
か
ら
、
編
者
に
と
っ
て
は
「
文
」
・
「
武
」
と

も
に
「
仁
」
や
「
柔
」
と
い
う
「
心
」
の
必
要
性
を
提
示
す
る
も
の
で
あ
っ
た

が
、
そ
う
し
た
心
の
様
子
を
直
ち
に
可
能
に
す
る
の
は
「
武
」
で
は
な
く
、
「
文
」

だ
っ
た
と
一
三
口
え
る
。
こ
の
意
味
で
編
者
に
と
っ
て
「
文
」
は
よ
り
根
本
的
な
学

で
あ
っ
た
。
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武
ヲ
前
ニ
シ
、
文
ヲ
急
斜
ス
ル
ハ
、
逆
子
ナ
ル
故
二
、
誠
ム
ル
事
也
。
…
武

　
モ
文
ヨ
リ
不
ル
レ
学
ト
キ
ハ
、
実
理
二
至
リ
難
シ
。
老
兵
ハ
偽
道
也
ト
計
心
得

　
テ
、
謀
計
ヲ
以
作
劇
ス
レ
バ
、
信
ナ
シ
。
…
（
三
七
九
頁
、
八
六
藤
堂
佐
渡

　
守
藤
原
高
通
）

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
「
文
」
の
側
に
立
ち
、
儒
学
の
体
系

的
な
受
容
に
よ
っ
て
「
武
」
（
「
兵
」
）
の
「
偽
」
「
謀
」
を
否
定
し
た
か
に
見
え

る
が
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。
編
者
は
表
に
見
ら
れ
る
通
り
、
『
論
語
』
な

ど
儒
学
の
古
典
か
ら
多
く
の
引
用
を
行
い
、
大
名
を
批
評
し
て
い
る
が
、
そ
れ

は
儒
学
の
体
系
的
把
握
か
ら
の
演
繹
に
よ
る
批
評
で
あ
る
よ
う
に
は
見
え
な
い
。

朱
子
学
に
い
う
格
物
・
致
知
・
誠
意
・
正
心
・
修
身
・
斉
家
・
治
国
・
平
天
下

の
八
条
目
か
ら
格
物
・
致
知
が
抜
け
落
ち
て
い
る
こ
と
も
（
一
五
八
頁
参
照
）

そ
う
し
た
点
を
反
映
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
編
者
に
お
け

る
学
問
受
容
と
持
論
の
展
開
の
あ
り
方
は
、
学
問
の
体
系
的
受
容
か
ら
の
演
繹

に
よ
っ
て
論
を
立
て
批
評
を
行
う
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
編
者
の
問

題
関
心
に
沿
っ
て
諸
学
を
自
己
の
論
に
取
り
込
む
、
そ
の
よ
う
な
形
を
と
っ
て

い
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

三
、
「
謀
計
」
否
定
と
「
己
直
二
立
テ
、
影
回
レ
曲
」
の
語

　
さ
て
、
編
者
が
儒
学
の
体
系
に
依
拠
し
て
「
兵
」
の
「
偽
」
を
否
定
し
た
わ

け
で
は
な
い
と
す
れ
ば
、
「
偽
」
否
定
の
契
機
は
ど
の
あ
た
り
に
あ
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
最
後
に
こ
の
点
に
つ
い
て
の
見
通
し
を
述
べ
て
お
き
た
い
。
次
は
、
「
士

民
」
の
「
哀
憐
」
と
の
関
連
で
編
者
が
「
謀
計
」
に
言
及
し
た
箇
所
で
あ
る
。

　
士
民
哀
憐
モ
、
実
ニ
ア
ラ
ザ
レ
バ
、
真
実
・
和
順
ノ
心
高
ナ
キ
者
也
。
上
下

　
二
不
レ
依
、
直
実
ハ
次
第
二
志
シ
深
、
感
心
ス
ル
者
也
。
謀
計
ノ
術
ノ
実
ハ
、

　
一
端
ハ
諸
人
随
ヒ
靡
ク
事
ア
レ
ド
モ
、
末
ト
ヲ
ラ
ザ
ル
故
二
、
謙
卑
ハ
其
ノ

　
虚
謀
ア
ラ
ハ
レ
テ
、
士
卒
・
民
間
、
共
二
疎
ム
者
也
。
…
（
中
略
）
…
去
バ
、

　
下
ノ
曲
直
ハ
、
滝
上
ノ
虚
実
ヨ
リ
出
ル
ト
知
テ
、
独
り
ヲ
慎
レ
バ
、
自
カ
ラ

　
直
ト
ナ
ラ
ン
。
己
直
二
立
テ
、
影
不
レ
曲
ト
云
モ
是
也
。
（
二
七
四
～
六
頁
、

　
四
六
水
野
美
作
守
景
勝
慶
）

　
こ
の
部
分
で
は
、
「
哀
憐
」
を
「
謀
計
」
に
よ
っ
て
行
う
場
合
、
は
じ
め
「
士

民
」
が
希
い
た
と
し
て
も
、
結
局
は
「
虚
謀
」
が
露
見
し
、
「
士
」
「
民
」
と
も

に
（
大
名
を
）
「
疎
」
む
と
い
う
結
果
を
招
い
て
し
ま
う
と
し
て
、
「
謀
計
」
が

否
定
さ
れ
る
。
以
下
で
は
、
中
略
部
分
も
含
め
て
「
実
」
や
「
信
」
の
必
要
性

を
説
く
興
味
深
い
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
な
か
で
も
「
己
直
二

立
テ
、
影
不
レ
曲
」
と
い
う
一
節
に
注
目
し
て
み
た
い
。
こ
の
「
己
直
二
…
」
は
、

大
名
が
「
実
」
で
あ
る
こ
と
こ
そ
が
「
士
民
」
を
「
実
」
に
導
き
、
そ
れ
が
「
和
」

に
つ
な
が
る
と
い
う
文
脈
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
「
己
直
二
…
」

の
語
が
「
偽
」
否
定
の
媒
介
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

ま
た
、
表
を
参
照
す
る
と
、
こ
の
語
は
大
名
三
・
四
六
・
＝
二
九
と
複
数
回
に

わ
た
っ
て
持
ち
出
さ
れ
て
い
る
。
編
者
が
こ
の
語
を
い
か
に
重
ん
じ
て
い
た
か

が
窺
え
よ
う
。

　
さ
て
、
「
己
直
二
…
」
の
語
の
引
用
の
一
例
と
し
て
大
名
＝
二
九
小
笠
原
土
佐

守
源
貞
信
の
項
を
み
て
お
き
た
い
。

　
栂
尾
ノ
妙
恵
上
人
、
北
条
武
蔵
守
平
ノ
泰
時
二
示
シ
テ
云
ク
。
「
己
直
二
立

　
テ
、
影
不
レ
曲
ラ
」
ト
云
云
。
下
ハ
上
ノ
数
寄
好
ム
事
ヲ
学
ブ
三
一
。
士
民
二

　
哀
憐
セ
バ
、
奨
ゾ
其
ノ
恩
沢
ヲ
不
ル
レ
思
ハ
ベ
キ
。
（
四
九
七
頁
）

　
こ
こ
で
「
己
直
二
…
」
の
語
は
、
明
恵
上
人
と
北
条
三
時
の
問
答
中
の
上
人

の
言
葉
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
問
答
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
の
が
、

明
恵
の
弟
子
喜
海
が
著
し
た
『
栂
尾
明
恵
上
人
伝
記
』
で
あ
る
。
該
当
箇
所
を

挙
げ
て
お
こ
う
。

　
天
下
の
大
病
…
是
を
療
せ
ん
と
思
ひ
給
は
“
先
此
欲
心
を
失
ひ
給
は
“
天

　
下
自
ら
令
せ
ず
し
て
治
る
べ
し
と
云
々
。
泰
時
申
て
云
、
…
我
身
ば
か
り
は

　
心
の
及
候
は
ん
程
は
此
旨
を
堅
く
守
る
べ
し
と
い
へ
ど
も
人
々
皆
是
を
守

　
ん
事
難
し
。
如
何
し
候
へ
き
哉
と
云
々
。
上
人
答
て
宣
は
く
、
其
れ
易
か
る

　
べ
し
。
只
太
守
一
人
の
心
に
依
べ
し
。
古
人
云
く
、
其
身
直
し
て
影
曲
ら
ず
。

　
其
政
正
し
て
國
齪
る
こ
と
無
と
云
々
。
（
『
国
文
当
方
仏
教
叢
書
』
伝
記
年
上
、

　
国
文
当
方
仏
教
叢
書
刊
行
会
、
大
正
↓
四
年
）

　
編
者
は
「
己
直
二
…
」
の
語
を
こ
の
書
に
学
び
、
大
名
の
「
心
」
の
持
ち
方
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の
規
矩
と
し
て
重
ん
じ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
語
に
対
す
る

こ
う
し
た
確
信
が
、
さ
き
に
み
た
よ
う
な
編
者
に
お
け
る
「
謀
計
」
否
定
の
一

要
素
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
右
の
よ
う
に
「
己
直
二
…
」
の
語
を
編
者
が
重
ん
じ
た
こ
と
に
は
、

い
か
な
る
思
想
的
背
景
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
推
測
が
含
ま
れ
て
し
ま
う
が
、

こ
こ
で
は
そ
の
一
つ
と
し
て
明
恵
上
人
の
問
答
が
北
条
泰
時
と
の
間
の
も
の
だ

っ
た
こ
と
に
注
目
し
て
み
た
い
。
北
条
泰
時
は
こ
の
箇
所
の
他
に
五
〇
阿
部
正

武
の
項
に
登
場
す
る
の
で
そ
の
箇
所
を
み
て
お
こ
う
。

　
忠
秋
ハ
日
本
二
↓
二
執
権
ト
称
美
ス
。
所
謂
鎌
倉
右
大
臣
源
実
朝
陸
生
執
権
北

　
条
武
蔵
守
泰
時
、
足
利
将
軍
義
満
之
執
権
細
川
武
蔵
守
頼
之
、
御
当
代
征
夷

　
大
将
軍
源
家
綱
公
ノ
執
権
阿
部
豊
後
守
忠
秋
也
。
泰
時
・
頼
之
之
徳
ハ
、
『
東

　
鑑
』
又
京
都
将
軍
ノ
家
譜
等
二
見
。
…
（
二
八
七
～
八
頁
）

　
北
条
五
時
は
「
日
本
三
執
権
」
の
一
人
に
数
え
ら
れ
、
非
常
に
高
い
評
価
を

与
え
ら
れ
る
。
こ
こ
に
は
泰
時
個
人
を
崇
敬
す
る
編
者
の
意
識
が
示
さ
れ
て
い

よ
う
。
ま
た
、
こ
う
し
た
暫
時
像
は
『
東
鑑
』
か
ら
読
み
取
ら
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
推
定
す
る
と
、
明
恵
上
人
が
泰
時
に
語
っ
た
と
さ
れ
る

「
己
直
二
…
」
の
語
に
対
す
る
編
者
の
信
を
よ
り
決
定
的
な
も
の
に
し
た
背
景

の
一
つ
と
し
て
、
編
者
が
『
霊
鑑
』
等
に
示
さ
れ
る
北
条
泰
時
儀
を
受
容
し
、

そ
れ
に
よ
っ
て
匙
先
へ
の
崇
敬
の
念
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
で
き
る
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。

　
以
上
の
よ
う
に
み
て
く
れ
ば
、
「
武
道
」
・
「
兵
」
を
大
名
の
「
家
業
」
と
し
て

重
ん
じ
る
編
者
が
、
兵
学
の
特
色
と
も
言
え
る
「
偽
」
・
「
謀
計
」
を
否
定
し
得

た
の
は
、
『
東
鑑
』
に
示
さ
れ
る
泰
時
像
の
受
容
と
そ
れ
を
背
景
に
し
た
『
栂
尾

明
恵
上
人
伝
記
』
に
お
け
る
「
己
直
二
…
」
の
語
へ
の
信
が
要
因
と
な
っ
て
い

た
と
言
え
よ
う
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
様
々
な
要
因
の
］
つ
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
か
ら
、
今
後
漢
籍
以
外
の
諸
書
の
受
容
や
人
物
像
を
広
く
検
討
し

て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
さ
き
に
み
た
よ
う
な
い
わ
ば
折
衷
的
な
編
者
の
学
問

受
容
の
あ
り
方
を
考
え
れ
ば
、
そ
う
し
た
作
業
は
よ
り
一
層
の
重
要
性
を
持
つ

こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

お
わ
り
に

　
本
報
告
で
指
摘
し
た
点
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
『
土
芥
冠
雌
鳥
』
編

者
が
大
名
に
必
須
の
も
の
と
し
て
強
調
す
る
「
武
道
」
の
内
容
で
あ
る
が
、
そ

れ
は
七
去
を
中
心
と
す
る
兵
書
か
ら
学
び
取
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
と
さ
れ
て

い
た
。
そ
う
し
た
「
武
道
」
（
兵
学
）
の
習
得
は
、
大
名
に
よ
る
「
士
民
」
の
「
哀

憐
」
行
為
を
促
し
、
ま
た
、
大
名
・
家
臣
の
「
和
」
が
実
現
が
可
能
と
な
る
と

い
う
意
味
で
、
領
国
統
治
に
あ
た
る
大
名
に
必
要
不
可
欠
の
も
の
と
し
て
重
視

さ
れ
た
。
ま
た
、
編
者
に
お
け
る
兵
書
の
受
容
は
、
そ
の
大
名
評
価
の
基
準
に

も
影
響
を
与
え
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
編
者
に
お
け
る
「
武
」
（
「
兵
」
）
の

位
置
づ
け
は
高
い
も
の
だ
っ
た
と
言
え
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
編
者
は
、
そ
う
し
た
基
準
の
一
つ
で
あ
る
「
柔
」
を
「
文
」
に

お
け
る
「
仁
」
と
等
置
し
て
重
視
す
る
一
方
、
「
柔
」
・
「
仁
」
の
心
に
よ
る
「
哀

憐
」
行
為
に
は
「
誠
」
「
実
」
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
、
「
武
」
（
兵
学
）

の
高
い
位
置
づ
け
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
兵
学
の
思
想
的
特
色
と
も
言
う
べ
き

「
偽
」
・
「
謀
計
」
を
否
定
す
る
。
そ
こ
で
、
「
誠
」
の
酒
養
の
た
め
に
「
学
」
の

「
根
本
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
が
「
文
」
（
儒
学
）
で
あ
る
。
編
者
に
お
け
る

「
文
武
」
の
関
係
は
右
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
が
、
「
謀
計
」
否
定
の
一
方
で
「
文
」

に
お
い
て
も
格
物
・
致
知
が
脱
落
す
る
な
ど
、
右
に
み
た
「
文
武
」
の
関
係
は
、

必
ず
し
も
儒
学
の
体
系
的
受
容
に
よ
る
兵
学
の
相
対
化
と
い
っ
た
こ
と
を
示
す

わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
こ
こ
に
は
、
自
己
の
問
題
意
識
に
あ
わ
せ
て
諸
学
を

受
容
す
る
と
い
う
、
い
わ
ば
折
衷
的
な
編
者
の
学
問
受
容
の
特
質
が
示
さ
れ
て

い
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
な
か
で
、
「
謀
計
」
否
定
の
一
要
因
と
考
え
ら
れ
る
の
が
『
栂
尾
明

恵
上
人
伝
記
』
か
ら
引
用
さ
れ
る
「
己
直
二
立
テ
、
影
干
レ
曲
ラ
」
の
語
で
あ
る
。

編
者
が
こ
の
語
に
信
を
置
い
た
背
景
と
し
て
、
『
東
榎
』
が
提
示
す
る
北
条
泰
時

像
の
受
容
と
泰
時
へ
の
崇
敬
が
編
者
に
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　
こ
こ
で
、
は
じ
め
に
で
述
べ
た
儒
学
・
兵
学
の
位
置
づ
け
如
何
と
い
う
点
と

の
関
連
で
以
上
の
点
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
編
者
に
お
い
て
儒
学
・
兵
学
は

と
も
に
高
い
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
た
と
言
え
る
。
し
か
し
、
す
で
に
そ
の

7
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こ
と
が
示
唆
す
る
よ
う
に
、
編
者
に
お
け
る
学
問
受
容
は
必
ず
し
も
儒
学
・
兵

学
の
受
容
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
言
え
る
。
そ
の

一
方
で
、
儒
学
・
兵
学
関
係
書
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
書
物
が
編
者
に
一
定
の

思
想
的
影
響
を
与
え
て
い
た
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、
実
際
に
支
配
を
行
う
領
主

層
の
思
想
が
中
国
古
典
に
と
ど
ま
ら
な
い
様
々
な
学
問
・
書
物
の
受
容
に
よ
っ

て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
今
後
の
課
題
に
な
る
が
、
個
別
事

例
に
即
し
た
思
想
動
向
の
検
討
を
、
広
く
諸
書
の
受
容
を
含
め
て
行
い
、
事
例

を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、
領
主
層
を
は
じ
め
、
思
想
家
以
外
の
各
層
の
意
識
面

に
お
け
る
儒
学
・
兵
学
の
比
重
を
明
ら
か
し
得
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
以
上
が
本
報
告
で
指
摘
し
た
点
で
あ
る
が
、
最
後
に
い
く
つ
か
今
後
の
具
体

的
課
題
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

　
ま
ず
、
『
土
芥
冠
難
記
』
に
お
け
る
編
者
の
引
用
書
確
定
作
業
の
継
続
で
あ
る
。

編
者
が
引
用
と
明
示
し
て
い
な
い
も
の
に
は
、
中
国
古
典
に
由
来
す
る
語
で
あ

っ
て
も
、
そ
の
書
を
編
者
が
直
接
参
照
し
た
と
は
限
ら
な
い
か
ら
、
引
用
書
目

数
は
さ
ら
に
増
え
る
は
ず
で
あ
り
、
そ
れ
ら
が
編
者
の
思
想
傾
向
を
い
か
に
規

定
し
た
か
の
追
究
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
引
用
書
確
定
作
業
と
関
連
づ
け
る

形
で
、
「
評
説
」
に
現
れ
る
人
物
に
つ
い
て
の
評
価
の
あ
り
方
を
全
面
的
に
検
討

す
る
こ
と
も
課
題
と
な
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
こ
れ
ら
の
作
業
に
よ

っ
て
、
本
報
告
で
指
摘
し
た
編
者
の
折
衷
的
な
学
問
受
容
の
あ
り
方
か
ら
、
あ

る
程
度
一
般
化
し
得
る
要
素
を
見
出
す
こ
と
も
可
能
と
な
ろ
う
。

　
『
土
芥
冠
灘
記
』
編
者
の
思
想
傾
向
を
元
禄
期
に
位
置
づ
け
る
た
め
に
、
大

名
の
実
態
把
握
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
編
者
の
儒
学
・
兵
学
な
ど
に
関
す
る

イ
メ
ー
ジ
形
成
に
儒
学
・
兵
学
諸
派
が
い
か
に
関
わ
っ
て
い
る
か
と
い
っ
た
点

も
明
ら
か
に
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
編
者
の
学
問
受
容
の
あ
り

方
が
当
該
期
の
幕
藩
政
治
の
動
向
や
諸
思
想
の
展
開
の
な
か
に
位
置
づ
け
ら
れ

る
で
あ
ろ
う
。
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